
 周知：理学研究科の対応 針（体調不良者対応等フロー図等）の共有等について（6/1） ：理 

***************************************************************************************** 

教職員 各位 

 

                   理学研究科  

 

 本日開催した新型コロナウイルス対策会議にて、理学研究科の  

対応方針（別添①体調不良者対応等フロー図等）が承認されました 

ので共有させていただきます。 

 また、先週ご連絡しております対応方針のうち、「建物セキュ 

リティ管理」と「合同 C 棟イートインスペース」の項目については 

明日 6/2（火）より下記取扱いとなります。  

 なお、参考までに、大学生協やウベールなど、各店舗の営業時間  

等も併せてお知らせいたします。 

※学生には教務課から周知いたしますことを念のため申し添えます。 

 

               記 

 

（１）６月２日からの取扱い（「レベル２」の対応）  

■建物セキュリティ：通常の取扱い 

・各建物：8:00 17:00 の時間帯において解錠（6/1 から実施済） 

・セブンイレブン合同 C 棟側入口：8：00 17：00 の時間帯で解錠 

・地学棟/事務棟間の通路：8：00 18：00 の時間帯で解錠 

■合同 C 棟イートインスペース 

・利用可：ただし、対面にならないよう配慮し、テーブル・椅子を配置 

 

（２）参考：各店舗の営業時間等（詳細は別添ファイル②参照） 

○東北大生協 

・食堂：休業中（イートインスペースも使用停止中） 

・売店：６月１３日まで：平日 10：00 14：00、土日・祝日閉店 

                  （６月１５日以降は未定） 

○ウベール（日曜・祝日は休業、イートインスペースは使用停止中） 

・お弁当：平日 11：00 19：00、土曜 11：00 14：00、 

・テイクアウトメニュー：平日 13：00 19：00、土曜 11：00 14：00 

○セブンイレブン 

・平日 8：00 20：00、土曜 10：00 18：00、日曜・祝日：休業 



***On 2020/05/27 16:20, 理学部/総務係 wrote:*** 

教職員 各位 

 

                   理学研究科  

 

 昨日開催した理学研究科新型コロナウイルス対策会議の決定を受け、 

「新型コロナウイルス感染拡大防止のための東北大学行動指針（BCP） 

を踏まえた理学研究科の対応方針（以下、単に「対応方針」という。）」 

を別添のとおり整理しましたので共有させていただきます。 

 つきましては、現在の BCP レベル３の対応について、ご確認くださるよう 

お願いいたします。 

 なお、別添対応方針中、２ページ目に記載している「建物セキュリティ」 

と「荷物の受領・検収」の項目については、現在レベル４の取り扱いを 

継続中ですが、６月１日（月）から記載どおり、下記の取扱いとさせて 

いただきますことを併せてお知らせいたします。 

※学生には教務課から周知いたしますことを念のため申し添えます。 

 

              記 

 

【６月１日からの取扱い】 

■建物セキュリティ：一部制限 

・各建物において 8:00 17:00 の時間帯において解錠（緩和） 

・セブンイレブン合同 C 棟側入口を終日施錠（L4 と同様） 

・地学棟/事務棟間の通路は終日施錠（L4 と同様） 

■荷物の受領・検収：通常の取扱い 

・事務棟・物理系研究棟６階の各検収センターにおいて納入業者 

の検収を行ない、業者が研究室へ納品する 

・宅配物は直接、業者が研究室へ配達及び荷物を預かる 

 

****************************************** 

東北大学 理学部・理学研究科 総務課  

総務企画係  千葉・阿部・甲斐・近藤・八野 

〒980-8578 仙台市 葉区荒巻字 葉 6-3 

TEL：022-795-6346、FAX：022-795-6363 

E-mail：sci-syom@grp.tohoku.ac.jp 

******************************************* 



新型コロナウイルス感染拡大防止のための東北大学の行動指針（ＢＣＰ）を踏まえた、理学研究科の対応方針 

 

段階 研究活動 感染の疑いがある者の共有 感染者が出た場合の対応法 
感染者の濃厚接触者への

対応法 

感染者が出た場合の閉鎖と 

消毒 

0 通常  ・別紙フロー図による ・別紙フロー図による ・前述の行動履歴の中で特

定できた１次、２次濃厚接

触者について、２週間自宅

で経過観察 

・メインエリア（研究室等居室部

分）を２週間閉鎖の上、パブリ

ックエリア（立ち寄り場所）も直

ちに閉鎖 

 

・消毒については、メインエリアはど

うしても入室が必要な場合のみ

実施し、パブリックエリアも動線上

どうしても通過が必要な場合に

実施 

 

・パブリックエリアの閉鎖は 72 時

間で足りることからレベル 4 の立

入り制限下である場合は、あえて

消毒コストをかけずに 72 時間閉

鎖で対応 

1 一部制限 感染拡大に最大限の配慮をして､研究活動を行うことができます。 

2 制限ー小 研究活動は続行できますが、感染拡大に最大限の配慮をしつつ、学

生・研究員・研究スタッフ（研究室関係者）は現場での滞在時間を

減らし、可能な場合は自宅での作業を検討します。 

3 制限ー中 現在進行中の実験・研究を継続するために必要最小限の研究室関

係者のみの立ち入りが許可されます。立ち入る研究室関係者は現場

での滞在時間を減らすとともに、それ以外の研究室関係者は自宅で

の作業となります。 

4 制限ー大 以下の研究スタッフ（事情によっては大学院生・研究員も可）のみ

研究室への立ち入りが許可されます。できるだけ交代制とし、立ち入り

者相互の面談を避けることとします。 

１） 中止することにより大きな研究の損失を被ることになる、⾧期間

にわたって継続している実験を遂行中の研究スタッフ 

２） 進行中の実験を終了あるいは中断する業務に関わる研究スタッ

フ 

３） 生物の世話、液体窒素の補充、冷凍庫修理など研究材料の

維持あるいはサーバーの維持のために一時的に入室する研究ス

タッフ 

5 原則停止 大学機能の最低限の維持のために、部局⾧など組織代表者の許可

の下で、生物の世話、液体窒素の補充、冷凍庫修理、サーバー保

持などを目的に、一時的に入室する研究スタッフのみの立ち入りが可

能です。 

この場合、原則交代制とし、立ち入り者間での面談は禁止します。 

＊なお、医療関係者およびコロナウイルス研究従事者はこの活動制限の適用範囲外 

＊この活動制限指針は、感染のフェーズの変化等、今後の状況に応じ、随時見直しを行う場合があります。 

＊レベルが引き上げられた場合には可及的速やかに対応するものとし、レベルが引き下げられた場合の取り扱いについては、研究科⾧が状況を判断しながら指示を行う。 

  



 いいえ  はい

 はい  いいえ  はい

 はい

 いいえ  いいえ

 はい

 いいえ

あり

あり

陽性

体調不良

〇呼吸困難、倦怠感、高熱等の強い症状がある

〇比較的軽い風邪の症状がある
・重症化しやすい方（※１）、妊婦の方→早めに

・上記以外の方（※２）→４日以上続く場合は必ず

来学せず、外出を控え、自宅で健康観察を実施する

インフルエンザ等が疑われるとき（短時間で38度以上の発熱等）は、

かかりつけ医に電話で相談する

※１ 高齢者、糖尿病、心不全等基礎疾患がある方や透析を受けている方、

   免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方

※２ 強い症状と思う場合や、解熱剤を飲み続けなければならない時はすぐに

 以下、本部フロー【体調不良がある場合】

【フロー図に関する連絡先】

人事企画部人事労務課安全衛生管理係 anzen@grp.tohoku.ac.jp

 【復帰の目安】

 ・症状の改善

 ・解熱剤を内服しない状態で症状が

  消失してから48時間を経過している

 （PCR検査を受検した者は症状消失後

  １４日間の在宅勤務を推奨）
保健所から医療機関へ連絡 保健所による濃厚

接触者の調査
感染疑いのある者

保健所から本人に通知後、入院へ 【感染の疑いのある者の健康観察実施基準】

を参考に自宅において健康観察を行う
保健所による濃厚

接触者の特定保健所の決定に基づき退院

濃厚接触者  【復帰の目安】

 ・体調不良の症状を発症していない

 ・感染者と最後に接触した日から

  １４日を経過している

医療機関の指示に

従い行動

【感染の疑いのある者の健康観察実施基準】

 以下に示す状況に該当する場合は、自宅で健康観察を実施すること

 ・感染者と濃厚接触(※1)が疑われる場合

   ※1：感染者の症状が出る2日前から接触した者のうち、必要な感染予防策をせずに手で触れること、または対面で互いに手を

       伸ばしたら届く距離（１ｍ程度）で15分以上接触があった場合

 ・感染者が発生した空間(同室内)に、感染者が滞在した日に15分以上滞在している場合（密閉された空間なら15分未満でも不可）

 ・感染者が発生した建物に、感染者が滞在した日に15分未満滞在しており共有物品(※2)を利用している場合

 ・感染者が発生した空間(同室内)に、感染者が滞在していた日以降に、15分未満滞在しており共有物品(※2)を利用している場合

   ※2：PC、テーブル、ソファー、ポット、冷蔵庫、リモコン 等

各部局対策本部は、体調不良者等から連絡があった内容を安全衛生管理係へ

 「新型コロナウイルス感染症報告フォーム」で報告する
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PCR検査
PCR検査の結果を部局対策本部あて連絡する

※部局対策本部は、所定フォームにより大学本部へ報告

陰性 医療機関の指示に
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究
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宮城県・仙台市のコールセンター

（022-211-3883又は2882）へ相談

コールセンターからの指示内容を部局対策本部あて連絡する

※部局対策本部は、所定フォームにより大学本部へ報告

コールセンターの

指示に従い行動
なし ◎理学研究科等災害対策本部

【学生の場合】学生支援係 795-6403

   sci-sien@grp.tohoku.ac.jp

【教職員の場合】総務企画係 795-6346

 sci-syom@grp.tohoku.ac.jp

医療機関の紹介 受診の指示に従う

医療機関からの指示内容を部局対策本部あて連絡する

※部局対策本部は、所定フォームにより大学本部へ報告医療機関による診察

なし 医療機関の指示に

従い行動

Ｑ５．感染者がいた場所

にいた人と話したり、

会ったりしましたか？

（注）３密

 ①換気の悪い密閉空間

 ②多数が集まる密集場所

 ③間近で会話や発生をする密接場面

症状がなければ通常の行動で

構いません。外出の際はマス

クを着用し、二週間は体調を

管理してください。

通常の行動で構いません

が、今後も感染拡大防止

に努めてください。

以上、体調不良がない場合のフロー

新型コロナウイルス感染症対策（体調不良者対応等）フロー図

Ｑ１．発熱等の風邪症状は

ありますか？

Ｑ２．感染者と対面で話

をした、あるいは食事を

しましたか

２週間

自宅待機してください。

Ｑ３．感染者が特定され

た場所に、特定されて日

にいましたか？

Ｑ４．感染者が特定された場

所は、「３密」（注）を満た

す場所ですか？

令和２年６月１日改訂

感染の疑い

感染の疑い

感染の疑い



理 学 研 究 科 全 構 成 員 P C R 検 査 受 検 に 伴 う 対 応

補佐会(研究科執行部)

令和2年6月1日改訂PCR検査受検予定者（学生） PCR検査受検予定者（教職員）

指導教員

専攻長・生物学科長

学生支援係／教務課長 総務企画係／総務課長

理学研究科等災害対策本部
（設置場所：第二会議室or研究科長会議室）

東北大学
災害対策
本部

保健所

・ＰＣＲ検査の

結果連絡（受検
日の翌日）
-----------------
・当該区画の消
毒方法や時期等
について指示

医療機関

＜感染者の復帰
の目安＞
・症状の改善
・PCR検査で２日
連続「陰性」の結
果 等

＜消毒等＞
・消毒業者による消毒の実施

・メインエリア（研究室等居室
部分）を２週間閉鎖の上、パブ
リックエリア（立ち寄り場所）も
直ちに閉鎖

・消毒については、メインエリア
はどうしても入室が必要な場
合のみ実施し、パブリックエリ
アも動線上どうしても通過が
必要な場合に実施
・パブリックエリアの閉鎖は72
時間で足りることからレベル４
の立ち入り制限下である場合
は、あえて消毒コストをかけず
に72時間閉鎖で対応

事務部長⇔研究科長

理学研究科教職員全員

研究室等の責任者

＜PCR検査を行うことが決まった段階＞
・専攻長等、研究室及び対策本部関係者において、ＰＣＲ受検者の行動履歴を調査のうえ閉鎖予定区
域の検討及び決定。この時点で、関係する研究室（メインエリア）、建物を一時的に閉鎖する。
【全教職員にメールで影響エリアを周知】

＜「陽性」と判明＞

・専攻長等、研究室及び対策本部関係者において、予め検討していた閉鎖
予定区域を確認【全教職員にメールで感染例の発生と影響エリアを周知】

・当該区画（研究室、事務室等）の一定期間（原則２週間）の閉鎖など適切
な措置
・当該区間の消毒
・感染者の行動履歴に応じた感染拡大防止策
・感染者や濃厚接触者等のケア
・大学本部と協議のうえ閉鎖解除【全教職員にメールで周知】

＜「陰性」と判明＞
・閉鎖解除

【全教職員にメールで
周知】



【食堂】
・休 業
 大学本部からの要請により食堂ホール（イートイン
スペース）は使用停止中

【売 店】
・６月１３日まで
 平日  １０ ００ １４ ００
 土曜日 閉店
・６月１５日以降は未定

・割り箸や使い捨てのスプーンを使用する
・給水器や給湯器の使用については要検討
・対面や隣接にならないように席の使用制限
を行う

・お弁当
 平日  １１ ００   １９ ００
 土曜  １１ ００   １４ ００
 日・祝      休 業
・テイクアウトメニュー
 平日  １３ ００   １９ ００
 土曜  １１ ００   １４ ００
※イートインスペースは使用停止中

・ドレッシングの使い回しはしない
・テーブルの間隔を十分あける

・平日   ８ ００ ２０ ００
・土曜日 １０ ００ １８ ００
・日曜日 休業

・入店の際の手指の消毒をお願いし、買い物
かごやセルフコーヒー、ポットについてはこ
まめに拭く
・レジ待ちの際の間隔を十分に開けるよう協
力をお願いしている

コンビニエンスストア（セブンイレブン）

各店舗の営業状況（6月1日 ）

店舗名 6月1日からの予定 感染防止策（イートインが可能となった場合を含む）

東北大生協

エスパースウベール
（合同C棟）


